
【生ごみの堆肥化方法と問題点・解決策】 

《家庭内処理》 
処理方法 長所 短所 解決策 

① ダンボールコンポスト ・材料が手軽に手に入る 
・生ごみが土に変わっていくのを実感できる
・異物の混入を防げる 

・箱が長持ちしない 
・虫がわくことがある 
・できた堆肥の利用先が必要 

・補強をして頑丈にする 
・土に埋める 
・プランターなどで利用する 

② トロ箱コンポスト ・箱が長持ちする 
・生ごみが土に変わっていくのを実感できる
・異物の混入を防げる 

・虫がわくことがある 
・できた堆肥の利用先が必要 

・箱を密閉する 
 

③ 電動生ごみ処理機 ・手軽にできる 
・異物の混入を防げる 

・価格が高いし電気代がかかる 
・電気を使うのでエコではない 
・できた堆肥の利用先が必要 

・行政の補助 
 

④ 手動生ごみ処理機 ・電気を使わずにできる 
・約２万円 
・異物の混入を防げる 

・電動よりは安いが価格が高い 
・できた堆肥の利用先が必要 

・行政の補助 
 

⑤ ＥＭぼかし法 ・生ごみを保存することができる ・ぼかし代がかかる 
・畑などに入れて初めて堆肥化する 

・ぼかしの製造を障害者施設に委託する 
・遊休農地の借用 

《地域内処理―小中規模》 
処理方法 長所 短所 解決策 

① 大型生ごみ処理機 ・市民が自分で持ち込む 
・費用が比較的安い 

・ごみステーションより遠いところまで
運ばなくてはいけない 
・生ごみを腐敗しないで保存 

・５０～１００世帯に１機設置 
・抗酸化バケツ 

② 長崎方式（グループで⑥で処理したものを
直接畑にすきこむ・コミュニティガーデン） 

・収集費用が安価 
・地域の人同士のつながりができる 

・この事業を運営するグループが必要 
・収穫物の分け方が難しい 

・幼稚園や保育園、小学校単位の普段よく
接している人同士でグループを作る 

③ 川崎方式（⑥のものを直接農家に持ってい
くなど小さいサイクルをいくつも作る） 

・収集費用が安価 
・地域の人同士のつながりができる 

・この事業を運営するグループが必要 
・収穫物の分け方が難しい 

・幼稚園や保育園、小学校単位の普段よく
接している人同士でグループを作る 

④ 小田原方式？（生ごみを堆肥化してくれ
る農家に直接市民が持ち込む。農家には見

合った謝礼を払う） 

・知っている人へ頼むので、異物の混
入が防ぎやすい 

・堆肥化されたものの使い道を考えな
くてよい 

・受け入れてくれる農家の数が不定 
・住宅地や商店街では取り組みにくい 
 

・長崎・川崎方式のように行政の後押しの
元、ルートを作る 

 

《地域内処理―大規模》 
処理方法 長所 短所 解決策 

堆肥化センター 
・多くの市民が堆肥化に参加できる 
・実例がたくさんあるので参考にできる 

・費用がかかる 
・異物の混入を防ぐ収集方法をきちんと考えないと
良いたい肥はできない 

・国の補助金を使う 
・収集方法を工夫する 

＊収集方法はステーション・戸別など色々ある。 
＊堆肥化方法も色々あるが、生ごみだけだと良いたい肥は作れない。一般には牛フンなどと一緒に作るが、小田原にはあまりない。 
 剪定枝と一緒に作る方法を考えるべき。 

小泉試案 



 

【生ごみの堆肥化にむけて】（小泉試案―笹村・小野氏と方向性は同じ） 

①  「なぜ、生ごみを焼却しないで堆肥化するのか。」ということをきちんと説明する。 
・有機物を燃やして灰にするのはもったいない。（剪定枝と一緒） 
・生ごみは、燃やせるごみの約４０％を占めるので、それを堆肥化すれば大幅な燃やせるごみの減量になる。 
・生ごみは、水分を多く含むので、燃やすのにエネルギーを多く消費する。 
・焼却というのは、中間処理でしかない。生ごみを焼却すると、約１２％の灰が出るので、それを最終処分場に持っていったり、溶融してスラグにしたり、エコセメ

ントにしたりと出口を考えなくてはならない。 
・焼却には収集費用や人件費を入れると約１ｔ当り約５～８万円かかっていると言われている。（浅井氏）その上、上記のように最終的な経費がかかる。 

②  家庭内処理を徹底的に進める。と同時に地域内処理の可能性も探る。 
○モデル地区（農業地域・住宅地域・商業地域の３か所）の設定 
 （１）処理方法  
  □a 家庭内処理 
   ・各種家庭内処理の方法（主に箱型処理）を自治会総会などに出向いてしっかり説明する。組長から組合員に説明してもらう。（堆肥化の意義・メリットも） 
    ・家庭内処理方法の費用は、全額・一部補助をする。 
    ・各種家庭内処理のアドバイザーグループをつくり、いつでもわからなくなったら、電話などで聞ける体制を作る。 

  □b 生ごみを持ち込むと堆肥化してくれる農家を募る。 

   ・農家には、持ち込まれた生ごみの量に応じて、謝礼をきちんと払う。 

 □c 学校の大型ごみ処理機での処理（地域内処理の可能性を探る） 
   ・地域の人で、学校の処理機まで生ごみを持って行く人を募る。その人には抗酸化バケツを使う場合、半額補助。 
    ・処理機の管理は地域の人に委託する。（環境美化推進委員他、時間給を出して募る。） 
    ・生ごみ処理機のメンテナンスを処理機の製造会社と結び、定期的に点検してもらう。 

 （２）１次処理物の回収   ・朝ドレファーミ・公共の建物・スーパーなどに持って行ってもらい、欲しい人は勝手に貰ってくる。 
 （３）登録制       ・生ごみを可燃ごみに出さない人は、市に電話などをして登録してもらう。市から各自治会に登録者名簿を送る。 

 （４）ごみ袋 
   ・「生ごみは、入っていません」袋を作る。色（例えば緑）をつける。 記名する。 
    ・袋の価格は、１０枚１０円とする。モデル地区の段階では、自治会から配布してもらうが、全市になったときは、各商店で販売する。 
    ・年４回やっているごみの分別調査の項目に生ごみを入れ、「生ごみ入っていません」の袋を中心に点検し、自治会に報告する。この報告書は必ず回覧する 

ように決める。 
③  全市に家庭内処理を広げ、モデル地区での結果をふまえ、地域内処理計画を作る。 
   ・最終的には生ごみの全量を堆肥化できるように計画を練る。 
   ・堆肥は販売する。お茶農家や、学校給食用野菜の生産農家と相談して価格は決める。 
   ・新設する焼却炉の規模を見直す。 


